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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 28日 (2007.2.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 先 端 に 掘 削 ヘ ッ ド を 装 着 し て あ る と 共 に 先 端 部 を 下 窄 ま り の テ ー パ ー 状 に 成 形 し

転 さ せ な が ら 掘 削 を 進 め 、 掘 削
所 定 の 深 度 ま で 掘 削 し

た 杭 を 建 て 込 み い で ケ ー シ ン グ を 地 上 に 引 き 揚 げ て 、 杭 を 埋 設 す る 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
　 テ ー パ ー 状 に 成 形 し て あ る 先 端 部 の 肉 厚 を 、 直 管 状 の 後 端 部 の 肉 厚 よ り も 太 く し て あ る
ケ ー シ ン グ を 用 い て 掘 削 を 進 め る 請 求 項 １ に 記 載 の 杭 の 埋 設 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 者 は 、 無 排 土 工 法 に よ る 杭 の 埋 設 方 法 に つ い て 長 年 の 間 研 究 を 続 け て お り 、 す で
に 、 地 上 に 土 砂 を 残 置 す る こ と な く 、 確 実 に 無 排 土 に よ っ て 杭 を 埋 設 す る 方 法 を い く つ か
発 明 し 、 特 願 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ４ １ ８ ３ 号 （ 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ５ ５ ５ ３ １ ： 特 許 文 献 １ ） 及
び 特 願 ２ ０ ０ ３ － ０ ０ ８ ０ ２ ８ 号 （ ） と し て 特 許 出 願 し て い
る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 両 課 題 を 解 決 す る た め の 本 発 明 の う ち 、 特 許 請 求 の 範 囲 ・ 請 求 項 １ に 記 載 す る 発

た ケ ー
シ ン グ を 回 の 進 行 に 伴 っ て 発 生 す る 土 砂 が ケ ー シ ン グ 内 へ
侵 入 す る 量 を ケ ー シ ン グ の 容 積 に 比 べ て 少 量 に 抑 え な が ら 掘 削 し 、

と き 、 次 無 排 土 で

特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ １ ８ ３ ０ ３



明 は 、 先 端 に 掘 削 ヘ ッ ド を 装 着 し て あ る と 共 に 先 端 部 を 下 窄 ま り の テ ー パ ー 状 に 成 形 し
転 さ せ な が ら 掘 削 を 進 め 、 掘 削

所 定 の 深 度 ま で 掘
削 し た 杭 を 建 て 込 み い で ケ ー シ ン グ を 地 上 に 引 き 揚 げ て 、 杭 を 埋 設 す る
方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 杭 の 埋 設 方 法 は 、 上 記 の 構 成 で あ る か ら 、 外 管 （ ケ ー シ ン グ ） と 内 管 を 併
用 す る 重 装 備 の 工 法 に 対 し て 、 ケ ー シ ン グ の み を 使 用 す る と い う 軽 装 備 の 機 材 に よ っ て 、
杭 の 埋 設 を 完 全 無 排 土 で 実 現 で き る 。 そ の た め 、 本 発 明 に 係 る 杭 の 埋 設 方 法 は 、 内 管 が 不
要 で あ る こ と は 勿 論 、 杭 打 機 を 小 型 化 で き 工 に 関 す る 経 費 負 担 を 大 幅 に 減 少 で き る 。
そ の 上 、 本 発 明 に 係 る 杭 の 埋 設 方 法 に よ れ ば 、 作 業 性 ・ 安 全 性 が 高 ま る ば か り か 、 道 路 事
情 の 悪 い 場 所 で あ っ て も 施 工 で き る な ど 施 工 の 範 囲 を 大 幅 に 拡 げ る こ と が で き る 。 ま た 、
本 発 明 に 係 る 杭 の 埋 設 方 法 は 、 杭 径 ３ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ｍ ｍ 程 度 及 び ／ 又 は 杭 長 ５ ～ ２ ５ ｍ 程
度 の 小 型 杭 の 埋 設 に 特 に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ケ ー シ ン グ の 内 方 に オ ー ガ ー を 挿 入 し て ダ ブ ル オ ー ガ ー の 状 態 で 掘 削 を 進 め る 。 地 下 １
０ ｍ ま で 掘 削 し た 時 点 で は 、 地 中 に あ る １ ． ２ ０ ｍ ３ の 掘 削 土 砂 （ 一 時 的 に 地 上 に 排 出 し
た 土 砂 を 除 い た 量 ） は 、 図 1の Ｄ に 斜 線 で 示 す よ う に 、 オ ー ガ ー と ケ ー シ ン グ と の 隙 間 に
収 容 さ れ る こ と に な る 。 こ の 隙 間 の 容 量 （ 土 砂 の 収 容 可 能 量 ） は 、 概 略 で 、
　 ３ ． ２ １ ｍ ３ － ２ ． ２ ０ ｍ ３ ＝ １ ． ０ １ ｍ ３  

　 で あ る か ら 、 地 中 に 残 っ て い る 掘 削 土 砂 の ほ ぼ 全 量 を 収 容 す る こ と が
一 時 的 に 地 上 に 排 出 し て 残 置 す る 土 砂 の 量 を 調 整 す る こ と に よ っ

て 、 地 中 に 残 っ て い る 掘 削 土 砂 の 全 量 を オ ー ガ ー と ケ ー シ ン グ の 隙 間 に 収 容 す
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 い で 、 ケ ー シ ン グ を 地 上 に 引 き 揚 げ る 。 そ う す る と 、 肉 厚 ２ ０ ｍ ｍ の ケ ー シ ン グ が 占
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た
ケ ー シ ン グ を 回 の 進 行 に 伴 っ て 発 生 す る 土 砂 が ケ ー シ ン グ
内 へ 侵 入 す る 量 を ケ ー シ ン グ の 容 積 に 比 べ て 少 量 に 抑 え な が ら 掘 削 し 、

と き 、 次 無 排 土 で

、 施

（ １ ． ２ ｍ ３ ） で
き な い こ と が あ る の で 、

る 。



め て い た 厚 み 「 ４ ０ ｍ ｍ 」 と オ ー ガ ー （ 掘 削 径 ５ ３ ０ ｍ ｍ ） と 杭 の 外 径 （ ５ ０ ０ ｍ ｍ ） の
差 「 ３ ０ ｍ ｍ 」 の 、 合 計 で 「 幅 ７ ０ ｍ ｍ の ド ー ナ ツ 状 の 空 洞 部 」 が 生 じ る 。 こ の 空 洞 部 の
容 量 は 、 お よ そ 、
　 　 ケ ー シ ン グ が 占 め て い た 容 積 － 杭 が 占 め る 容 積
　 ＝ ｛ （ ０ ． ６ ４ ＋ ０ ． ０ ４ ） ／ ２ ｝ ２ π × １ ０ ｍ － （ ０ ． ５ ０ ／ ２ ） ２ π × １ ０ ｍ
　 ＝ － １ ． ９ ６ ｍ ３ ＝
　 で あ る 。
　

　 地 上 に は 、 お よ そ １ ｍ ３ の 土 砂 を 残 置 し て あ る の で
、 掘 削 さ れ た 土 砂 の 容 積 の 変 化 （ 膨 脹 量 ） を 考 慮 し て も 、 ま た 、 ケ ー シ ン グ の 先 端 部 を テ
ー パ ー 状 に 絞 っ た こ と に よ る 容 積 減 を 見 込 ん で も 、 地 上 に 残 置 し て い た 土 砂 の 全 量 を 、 余
裕 を も っ て 、 ケ ー シ ン グ を 引 き 揚 げ た 後 の 「 ド ー ナ ツ 状 の 空 洞 部 」 へ 埋 め 戻 す
こ と が で き る
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３ ． ６ ３ ｍ ３ １ ． ６ ７ ｍ ３

こ の 容 積 １ ． ６ ７ ｍ ３ に は 、 段 落 ０ ０ １ ７ で 述 べ た オ ー ガ ー と ケ ー シ ン グ と の 隙 間 の 容
量 １ ． ０ １ ｍ ３ を 含 ん で い る の で 、 実 際 に 有 効 な 増 大 容 量 は 、 ０ ． ６ ６ ｍ ３ で あ る 。

が 、 杭 の 内 側 に も 土 砂 を 収 容 で き る

や 杭 の 内 側
。
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